
◎
木
野
下
一
華
さ
ん（
3
年
）

　

私
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
朗
読
部
門

に
お
い
て
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
位

入
賞
者
は
7
月
に
東
京
で
行
な
わ
れ
た
全
国

大
会
に
出
場
す
る
の
で
す
が
、
会
場
が
代
々
木

の「
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ

ン
タ
ー
」や
、
渋
谷
の「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
」な
ど

の
大
き
な
会
場
な
の
で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
。
朗
読
部
門
は
5
作
品
あ
る
課
題
本
の
中
か

ら
、
自
分
の
好
き
な
部
分
を
抜
粋
し
て
読
む
の

で
す
が
、
会
場
も
観
客
も
北
海
道
大
会
よ
り
ず

っ
と
規
模
が
大
き
い
の
で
、
や
っ
ぱ
り
緊
張
し

ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
最
後
に
引
退
し
ま

す
が
、
後
に
続
く
後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
Ｖ
Ｏ

Ｋ
の
伝
統
に
更
な
る
輝
き
を
加
え
て
も
ら
え
る

よ
う
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
大
島
小
依
花（
さ
え
か
）さ
ん（
2
年
）

　

私
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
朗
読

部
門
に
出
場
し
、
北
海
道
大
会
で
は
入

賞
の
4
位
、
夏
の
総
文
北
海
道
大
会
で

は
5
位
で
し
た
。
も
と
も
と
趣
味
と
し

て
読
書
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
Ｖ

Ｏ
Ｋ
で
も
市
内
の
朗
読
サ
ー
ク
ル
の
先

生
を
講
師
に
招
い
て
の
練
習
な
ど
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
成

果
は
出
し
切
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
や

は
り
全
国
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
想
像
以
上

だ
っ
た
の
で
、
今
回
の
貴
重
な
体
験
を

糧
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
練
習
に
も
活

か
し
な
が
ら
、
次
の
大
会
に
向
け
て
全

員
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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「
全
道
・
全
国
大
会
へ
続
々
と
」

～
猛
練
習
で
掴
ん
だ
キ
ッ
プ
～　

Ｖ
Ｏ
Ｋ（
湖
陵
高
校
放
送
局
）

新らしい百年へ次の一歩

吉田さん、木野下さん、大島さん（左から）

◎
吉
田
花
菜
子
さ
ん（
3
年
）

　

私
は
6
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
高
等
学
校
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
北
海
道
大
会
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で

2
位
に
あ
た
る
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
前
か
ら
、
将
来
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
仕
事
に

就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
Ｖ
Ｏ
Ｋ

で
も
最
初
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
の
全
道
大

会
出
場
を
目
標
に
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

結
果
は
2
位
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
厳
し
い

練
習
が
報
わ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
自
分
で
用
意
し
た
原
稿
を
1
分
10

秒
か
ら
1
分
30
秒
の
間
で
読
む
の
で
す
が
、
や

は
り
大
会
で
は
緊
張
す
る
の
で
、
上
手
に
読
む

の
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
Ｖ
Ｏ

Ｋ
で
は
、
発
声
練
習
と
筋
ト
レ
を
毎
日
1
時
間

半
ほ
ど
み
っ
ち
り
と
行
な
っ
て
き
た
の
で
、
練

習
の
成
果
は
発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
に
Ｖ
Ｏ
Ｋ（Voice of Koryo

）と
呼
ば
れ
る
湖
陵
高
校
放
送
局
。
お
昼
休
み
の
校
内
放

送
な
ど
、
お
気
軽
な
文
化
系
活
動
を
行
っ
て
い
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
部
局
だ
が
、
実
は
数

年
前
か
ら
担
当
ご
と
に
分
か
れ
て
運
動
系
ク
ラ
ブ
並
み
の
筋
ト
レ
を
行
な
う
な
ど
、
全
道
・
全

国
大
会
を
目
指
し
て
猛
練
習
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
主
催
に
よ
る「
全
国
高
等
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
」や
、「
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
」（
略
称　

高
校
総
文
）の
北
海
道
大
会
に
多
く
の
局
員
が
出
場
。
札
幌
市
で
行
な
わ
れ

た
北
海
道
大
会
で
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
朗
読
、
ラ
ジ
オ
番
組
、
ビ
デ
オ
番
組
な
ど
の
部
門
に
分
か

れ
て
審
査
が
行
な
わ
れ
た
が
、
中
で
も「
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
」「
朗
読
部
門
」で
優
秀
な
成
績
を

お
さ
め
た
女
性
局
員
３
人
に
話
を
聞
い
た
。 

西
村
貞
広（
湖
陵
30
期
）

VOK（湖陵高校放送
局）
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平
成
26
年
度
北
海
道
文
化
賞
贈
呈
式

が
、
昨
年
11
月
4
日
に
札
幌
市
内
で
行

わ
れ
、
釧
路
市
在
住
で
能
楽
家
の
髙
橋

義
雄
さ
ん（
湖
陵
20
期
）
＝
釧
路
宝
生

会
代
表
、
髙
橋
製
麺
所
代
表
取
締
役
＝

が
北
海
道
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。釧

中
・
湖
陵
関
係
の
受
賞
者
で
は
、

平
成
18
年
度
に
北
海
道
文
化
賞
を
受

賞
し
た
米
坂
英
範
さ
ん（
美
術
、
弊
置

中
２
期
）、
同
19
年
度
に
北
海
道
文
化

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
羽
生
輝
さ
ん（
美

術
、
湖
陵
13
期
）
に
続
く
快
挙
で
す
。

１
９
７
９
年（
昭
和
54
年
）か
ら
釧
路
市

民
文
化
会
館
で
続
く『
新
春　

能
』公

演
な
ど
が「
本
道
に
お
け
る
文
化
の
振

興
の
た
め
、
長
年
に
わ
た
り
輝
か
し
い

功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
」と
高
橋
は

る
み
道
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
さ
ん
は
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
会

津
出
身
の
祖
父
よ
り
郷
里
の
盛
ん
な
嗜

（
た
し
な
）
み
と
し
て
能
楽
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
、
同
志
社
大
学
在
学
中
は
本

格
的
に
能
楽
に
師
事
。
帰
省
後
は
家
業

の
製
麺
業
の
傍
ら
、
能
楽
家
と
し
て
道

内
外
の
能
楽
舞
台
出
演
に
奔
走
し
ま
し

た
。釧

新
郷
土
芸
術
賞
は
じ
め
各
賞
を
受

賞
し
、
釧
路
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

委
員
な
ど
公
職
を
歴
任
し
な
が
ら
、
広

く
市
民
に
能
楽
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
古
典
芸
能
の
振
興
、
普
及
に

大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。
湖
陵
同
窓
生

と
し
て
誇
り
で
あ
り
、
釧
路
市
民
の
一

人
と
し
て
大
い
に
祝
い
た
い
と
思
い
ま

す
。�

田
巻　

恒
利（
湖
陵
18
期
）

北
海
道
文
化
奨
励
賞
受
賞

能
楽
家 

髙
橋
義
雄
さ
ん（
湖
陵
20
期
）

〈略歴〉
1975（昭和50）年	 同志社大学商学部卒業
1978（同53）年	 釧路新人演奏会特別賞受賞
1979（同54）年	 釧路市民文化会館落成記念

能公演
1981（同56）年	 「新春　能」公演（毎年１回

開催）
1984（同59）年	 シテ方宝生流教授嘱託免状

受領
1989（平成元）年	 釧路宝生会代表就任
1992（同4）年	 釧路音楽協会高後賞受賞
1993（同5）年	 釧新郷土芸術賞受賞
1996（同8）年	 小鼓幸流初心者取立免状受

領
2000（同12）年	 釧路市教育委員会社会教育

委員就任・釧路市文化団体
連絡協議会副会長就任・釧
路市文化奨励賞受賞

2002（同14）年	 一般財団法人釧路市民文化
振興財団副理事長就任

2012（同24）年	 釧路市文化賞受賞

高橋知事と一緒に記念撮影（2014年11月4日、札幌市内）

髙
橋
義
雄
さ
ん

2012年釧路市民文化会館における新春能「般若」にて
「葵の上」
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分
析
を
確
立
し
た
品
質
管
理
に
よ
る
牛

乳
と
乳
牛
の
生
産
履
歴（
ト
レ
サ
ビ
リ

テ
イ
）、
②
就
農
者
研
修
牧
場
、
③
農
協

が
共
同
出
資
し
て
地
元
異
業
種
と
連
携

し
た
農
業
生
産
法
人
の
設
立
、
④
年
中

無
休
の
酪
農
家
へ
家
族
の
日
を
与
え
る

酪
農
家
ヘ
ル
パ
ー
制
度
、
⑤
組
合
員
農

地
に
河
畔
林
を
残
す
自
然
環
境
保
全
、

⑥
農
協
と
地
元
商
社
が
共
同
経
営
の
養

豚
事
業
、
⑦
福
島
原
発
事
故
前
す
で
に

手
配
を
終
え
た
全
組
合
員
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
設
置
な
ど
ま
さ
に
時
代
の
改
革
挑

戦
者
。
既
得
権
益
を
い
か
に
得
る
か
守
る
か
で

な
い
日
々
戦
い
の
艱
難
辛
苦
。

組
合
員
の
た
め
異
端
者
と
言
わ
れ
な
が
ら
先

行
き
に
危
機
感
を
持
ち
職
員
多
数
を
海
外
研
修

さ
せ
行
政
や
巨
大
組
織
と
戦
う
組
合
長
の
名
が

輝
き
ま
し
た
。

千
葉
工
業
大
学
で
学
ん
だ
品
質
管
理
と
労
務

管
理
の
重
要
さ
を
組
合
経
営
に
生
か
し
、
中
小

企
業
家
同
友
会
の
釧
路
支
部
長
を
務
め
全
国
講

演
を
重
ね
ま
し
た
。

湖
陵
の
宮
坂
寛
美
先
生
が
後
に
浜
中
霧
多
布

高
校
校
長
に
赴
任
の
時
、
石
橋
さ
ん
が
浜
中
町

教
育
委
員
を
務
め「
教
え
子
の
方
が
俺
よ
り
立

場
が
偉
く
な
り
、
時
々
教
え
子
の
ご
機
嫌
を
伺

っ
た
よ
」と
宮
坂
先
生
が
教
え
子
を
誇
ら
し
げ

に
笑
い
ま
す
。

石
橋
さ
ん
の「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
」
出
演
は

湖
陵
同
窓
生
と
し
て
更
に
道
東
で
初
の
快
挙
。

湖
陵
が
ま
す
ま
す
輝
く
北
陲
の
星
で
す
。

田
巻　

恒
利（
湖
陵
18
期
）

http://kushiro-koryo.sakura.ne.jp/

湖陵同窓会HPがリニューアル

　湖陵高校同窓会ホームページのレイアウトを変更しました。　内容を①同窓会から②湖陵高校・同窓会の足跡③歌で訪ねる湖陵高校④現・緑ヶ岡校舎の案内⑤刊行物webライブラリーの５項目に分けました。
　①「同窓会から」は島本会長のあいさつから始まり、掲示板、卒業期の早見表など、同窓会からの連絡が中心です。②「湖陵高校・同窓会の足跡」は釧中、湖陵の歴史にまつわる資料を掲載しています。特に釧中・湖陵100年史は100周年記念誌をもとに製作しました。学校ばかりでなく、国や世界の動きも連動しています。③「歌で訪ねる湖陵高校」は校歌や応援歌、壮行歌などで、歌も聴けます。④「現・緑ヶ岡校舎の案内」は現在の校舎を紹介しています。⑤「刊行物webライブラリー」はくまざさや湖陵タイムスなどのバックナンバーをまとめています。　同窓会のホームページはくまざさ編集委員会で担当します。以前にたくさんの情報を入れて同窓会ホームページを作成した天内優さん（湖陵32期）に感謝しつつ、運営していきたいと思います。� 星　匠（湖陵30期）

湖陵同窓会

釧
路
湖
陵
高
校
会
報
く
ま
ざ
さ
第
61
号（
平

成
24
年
８
月
発
行
）
の「
親
子
三
代
釧
中
・
湖

陵
百
年
紀
」に
載
っ
た
浜
中
町
農
協
組
合
長
の

石
橋
榮
紀
さ
ん（
湖
陵
11
期
）
が
テ
レ
ビ
東
京

「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
」
に
出
演
し
た
の
は
昨
年

8
月
14
日
。
高
校
球
児
が
目
指
す
の
は
甲
子
園

な
ら
全
国
の
経
営
者
・
経
済
人
の
檜
舞
台
は
、

小
説
家
・
村
上
龍
が
司
会
、
女
優
の
小
池
栄
子

が
副
司
会
の「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
」
で
す
。
こ

れ
ま
で
収
益
１
兆
円
の
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
孫
正
義

氏
、
料
理
学
校
の
東
大
と
言
わ
れ
る
大
阪
辻
調

理
師
学
校
長
、
自
動
車
生
産
数
世
界
１
の
ト
ヨ

タ
社
長
な
ど
錚
々
た
る
人
物
・
企
業
人
な
ど
が

出
演
し
ま
し
た
。

村
上
龍
が
番
組
冒
頭
で
石
橋
組
合
長
の
挑

戦
ぶ
り
を
見
て「
こ
の
人
は
変
人
？
」と
驚
き
、

番
組
の
締
め
く
く
り
で「
異
端
は
や
が
て
正
統

に
な
る
」と
結
び
ま
し
た
。

日
本
で
最
初
に
浜
中
町
農
協
が
取
り
組
み
成

功
し
た
の
は
①
土
壌
・
飼
料
・
乳
質
の
デ
ー
タ

「カンブリア宮殿」出演
石橋榮紀さん

（湖陵11期）
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誠愛勇から
湖陵19期生の巻

絆
を
強
め
て

湖
陵
19
期
　
近
江
隆
弘 

・ 

藤
井
正
信

（
釧
路
市
在
住
）

入
学
か
ら
卒
業
ま
で

昭
和
39
年
４
月
８
日
、
私
た
ち
４
５

０
名
は
晴
れ
て
湖
陵
高
校
に
入
学
し
ま

し
た
。
音
楽
、
美
術
、書
道
の
芸
術
選
択

科
目
に
よ
り
Ａ
か
ら
Ｉ
組
の
９
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
昭
和
39
年
は
、

10
月
に
東
海
道
新
幹
線
開
業
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
い
う
年
で
し
た
。

入
学
式
の
と
き
に
履
い
た
真
新
し
い

革
靴
も
一
週
間
後
に
は
男
子
は
下
駄
に

変
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
下

駄
を
い
か
に
薄
く
な
る
ま
で
履
き
つ
ぶ

す
か
、ま
た
、い
つ
ま
で
履
い
て
通
学
す

る
か
を
競
う
な
ど
、
３
年
間
今
思
う
と

何
と
バ
ン
カ
ラ
な
湖
陵
魂
を
持
ち
、
競

っ
て
い
た
も
の
か
と
愛
し
く
な
り
ま
す
。

１
年
生
の
と
き
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
行
事
に「
う
さ
ぎ
狩
り
」
が
あ
り
ま

し
た
。
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
湖
陵
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。
１
月
、
雪
景
色
の
鶴
居
の
一

山
を
全
校
生
徒
で
囲
み
、
声
を
上
げ
て

そ
の
輪
を
狭
め
て
兎
を
追
い
込
む
と
い

う
勇
ま
し
い
行
事
。
し
か
し
私
た
ち
１

年
生
は
、
山
の
裾
を
た
だ
横
に
歩
い
て

輪
を
し
ぼ
め
る
地
味
な
動
き
で
勇
壮
な

動
き
は
無
し
。
そ
し
て
た
だ
た
だ
寒
か

っ
た
と
い
う
思
い
だ
け
の
記
憶
を
残
し

て「
う
さ
ぎ
狩
り
」は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

２
年
生
の
一
番
の
イ
ベ
ン
ト
は
修
学

旅
行
。
こ
の
頃
は
飛
行
機
の
時
代
で
は

な
く
３
班
に
分
か
れ
９
泊
10
日
の
旅

行
。
行
き
は
京
都
ま
で
日
本
海
回
り
で

車
中
泊
２
日
の
列
車
の
旅
。
皆
、
疲
れ

た
顔
で
京
都
駅
に
降
り
立
っ
た
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、
前
年
開
業
の
新
幹
線

に
新
大
阪
か
ら
熱
海
ま
で
初
め
て
乗
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
速
さ
に
感
動
、
感

激
し
た
も
の
で
し
た
。

３
年
間
通
じ
て
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト

「
学
校
祭
」。
芸
能
発
表
、
体
育
館
で
踊

っ
た
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
。
特
に
行

燈
作
成
は
１
年
生
の
時
の
初
体
験
で
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
作
り
上

げ
、
感
動
し
た
行
燈
か
ら
始
ま
り
、
経

験
を
積
ん
だ
３
年
目
の
行
燈
は
照
明

も
白
熱
球
か
ら
蛍
光
灯
へ
変
わ
り
ま

し
た
。
光
の
強
さ
が
増
し
、
色
の
あ
で

や
か
さ
が
際
立
ち
、
そ
れ
は
素
晴
ら
し

い
行
燈
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
行
燈
行
列
の
後
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス

ト
ー
ム
。
グ
ラ
ン
ド
に
１
、
２
年
生
の

行
燈
が
積
み
上
げ
ら
れ
燃
え
上
っ
て
い

る
中
へ
、
３
年
生
は
ク
ラ
ス
毎
に
そ
の

周
り
を
回
っ
て
投
げ
込
み
、
最
高
に
盛

り
上
が
っ
た
も
の
で
し
た
。

数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
青
春
の

思
い
出
を
持
ち
、昭
和
42
年
３
月
、第
19

期
生
と
し
て
無
事
に
卒
業
で
き
ま
し
た
。

寺
子
屋

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
・
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

卒
業
か
ら
21
年
後
、
赤
坂
忠
亮
先
生

が
退
職
さ
れ
る
話
を
聞
き
、
退
職
最
終

講
義
が
で
き
な
い
か
と
の
話
が
上
が

り
、
寺
子
屋
と
し
て
世
界
史
の
追
試
補

修
授
業
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
63
年
８
月
13
日
、
湖
陵
高
校
旧
校

舎
で「
辛
亥
革
命
と
現
代
中
国
」
の
講

題
の
も
と
講
義
が
な
さ
れ
、
心
あ
た
り

の
あ
る
30
数
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
富

田
洋
司
先
生
、
高
橋
睦
朗
先
生
の
出
席

も
い
た
だ
き
、
す
で
に
新
校
舎
緑
ケ
岡

移
転
も
決
ま
っ
て
お
り
、
再
び
入
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
旧
校
舎
で
の
３
年
間

の
思
い
出
を
、
噛
み
し
め
な
が
ら
熱
心

に
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
８
年
後
、
平
成
８
年
７
月
13

日
、
高
井
博
司
先
生
、
富
田
洋
司
先
生

が
退
職
を
迎
え
ら
れ
、
寺
子
屋
Ｐ
ａ

ｒ
ｔ
２
と
し
て
国
語
と
英
語
の
追
試

補
修
授
業
を
現
校
舎
で
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
高
井
先
生
は「
金
子
み
す

ず
」
を
論
じ
、
富
田
先
生
は「
T
h
e 

L
u
n
c
h
e
o
n
」を
講
義
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
も
や
は
り
心
あ
た
り
の

あ
る
30
数
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
初
め

て
入
っ
た
校
舎
に
、
旧
校
舎
と
全
く
違

定山渓で行われた還暦同窓会
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う
母
校
を
感
じ
な
が
ら
授
業
を
受
け
ま

し
た
。

い
ず
れ
の
時
も
熱
心
な
授
業
態
度
で

無
事
に
全
員
追
試
合
格
を
い
た
だ
き
、

そ
の
夜
の
懇
親
会
で
は
追
試
か
ら
の
解

放
感
で
夜
が
更
け
る
ま
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

中
心
幹
事
と
同
期
会

平
成
３
年
、
同
窓
会
の
中
心
幹
事
期

と
な
り
当
初
は
各
組
よ
り
２
～
３
名
を

選
出
し
準
備
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
準

備
会
を
重
ね
る
う
ち
に
連
絡
網
も
広
が

り
参
加
者
も
増
え
、
総
会
、
懇
親
会
を

成
功
さ
せ
る
た
め
の
数
々
の
提
案
、
熱

い
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地

方
の
同
期
生
と
の
連
絡
も
密
に
取
り
19

期
全
体
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
行
い
ま

し
た
。
同
窓
会
幹
事
長
か
ら
は
準
備
会

が
多
す
ぎ
な
い
か
と
ク
レ
ー
ム
が
出
る

ほ
ど
で
し
た
。
そ
し
て
当
日
、
同
期
の

桜
井
敬
一
君
が
団
長
を
務
め
る
釧
路
交

響
楽
団
の
弦
楽
四
重
奏
の
演
奏
、
○
×

ク
イ
ズ
な
ど
で
懇
親
会
を
盛
り
上
げ
る

の
と
同
時
に
、
全
員
各
持
ち
場
で
一
生

懸
命
奮
闘
し
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

そ
の
夜
の
19
期
会
の
打
ち
上
げ
も
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
そ
こ
で
正
式
に
19

期
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
の
提
案
が
あ

り
、
翌
年
か
ら
同
窓
会
当
日
に
同
期
会

を
開
く
こ
と
と
し
、
今
に
続
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

還
暦
同
期
会

私
た
ち
も
還
暦
を
迎
え
る
歳
に
な
り

ま
し
た
。
札
幌
で
の
同
期
会
を
平
成
10

年
ジ
ャ
ス
マ
ッ
ク
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
て

く
れ
た
札
幌
の
同
期
生
が
再
び
還
暦
同

期
会
の
開
催
を
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し

た
。
平
成
20
年
９
月
13
日
、
定
山
渓
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
で
全
国
か
ら
60
数
名
の
同

期
が
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。
卒
業

以
来
42
年
の
歳
月
も
、
お
互
い
の
現
況

を
報
告
し
あ
い
、
温
泉
に
つ
か
り
、
あ

っ
と
い
う
ま
に
高
校
時
代
に
戻
り
ま
し

た
。
白
髪
、
腹
回
り
な
ど
高
校
時
代
と

は
風
貌
は
変
わ
れ
ど
同
期
生
。
宴
会
で

は
前
年
東
京
湖
陵
会
で
19
期
が
当
番
期

に
な
り
釧
路
、
札
幌
か
ら
も
駆
け
付
け

て
、
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
お
返
し

に
と
、
東
京
か
ら
は
全
員
赤
い
も
の
で

身
を
包
む
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ク

ラ
ス
ご
と
で
部
屋
に
集
ま
り
夜
の
更
け

る
の
も
忘
れ
、
話
が
尽
き
な
い
楽
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

開
校
１
０
０
周
年

平
成
24
年
、
創
立
１
０
０
周
年
の
年

を
迎
え
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
の
要
請

に
応
え
る
べ
く
準
備
が
始
ま
り
ま
し

た
。
寄
付
金
集
め
、
各
種
行
事
参
加
要

請
、
記
念
誌
購
入
な
ど
の
た
め
、
幹
事

数
名
で
19
期
独
自
の
案
内
状
を
発
送
す

る
な
ど
行
動
し
ま
し
た
。
そ
の
集
約
、

確
認
や
、
さ
ら
な
る
要
請
の
た
め
の
幹

事
会
を
数
多
く
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
全
て
に
多
大
な
協
賛
を
い
た
だ

き
、
祝
賀
会
に
も
多
く
の
人
が
集
い
、

改
め
て
全
国
の
19
期
生
の
絆
の
強
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

祝
賀
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
ゲ

ス
ト
出
演
し
た
同
期
の
及
川
恒
平
君
が

所
属
の
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ「
六
文
銭
」

の
歌
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
祝
賀
会
前
日
に
は
19
期
主
催

で「
六
文
銭
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
」
を
釧

路
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
で
開
催
し
多
く
の
人
に
も
聞
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
日
も
そ
の

後
、
二
次
会
で
や
は
り
盛
り
上
が
っ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら

平
成
21
年
12
月
、
同
期
の
大
島（
渡

辺
）留
美
子
さ
ん
が
全
日
本
書
芸
文
化

院
の
第
59
回
全
国
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
師

範
の
部
特
別
大
賞
及
び
第
38
回
全
書
芸

展
無
監
査
の
部
準
大
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞

し
た
時
も
、
そ
れ
を
聞
い
た
同
期
が
集

ま
り
祝
賀
会
を
開
き
お
祝
い
を
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
19
期
生
は
何
か
あ
れ

ば
集
ま
っ
て
交
流
し
楽
し
む
こ
と
が
好

き
な
期
で
、
こ
れ
か
ら
も
大
い
に
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
25
年
同
窓
会
総
会
で
同
期
の
島

本
幸
一
君
が
同
窓
会
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
19
期
会
と
し
て
１

０
０
周
年
で
見
せ
た
絆
を
さ
ら
に
強

め
、
島
本
会
長
を
少
し
で
も
支
え
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

100周年記念の際の行われた同期会での記念撮影
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平
成
26
年
度
釧
中
・
釧
路
湖
陵
同
窓
会
が
昨

年
８
月
９
日
に
、
釧
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
、
約
５
０
０
人
の
同
窓
生
が
参
加
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

校
歌
斉
唱
に
続
き
、
亡
く
な
っ
た
同
窓
生
へ

黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、
島
本
幸
一
会
長（
湖

陵
19
期
）
が「
み
な
さ
ん
で
楽
し
い
総
会
に
し

ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
釧
路
湖
陵

高
校
の
宮
下
祐
司
校
長
、
釧
路
市
の
蝦
名
大
也

市
長（
同
29
期
）が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
釧
路
湖
陵
高
校
の
合
唱
部
や

器
楽
部
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
、
そ
し
て
応

援
団
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
ス
テ
ー
ジ

で
思
い
切
り
発
揮
し
、
同
窓
生
か
ら
盛
ん
な
拍

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
星　

匠（
湖
陵
30
期
）

新
役
員
は
左
記
の
通
り
。（
敬
称
略
）

▽
会　

長　

島
本
幸
一（
湖
陵
19
期
）

▽
副
会
長　

白
崎
義
章（
湖
陵
28
期
）

　
　
　
　
　

川
向
貴
子（
湖
陵
29
期
）

　
　
　
　
　

高
橋
徹
次（
同
32
期
）

　
　
　
　
　

濱
屋
宏
隆（
同
39
期
）

▽
幹
事
長　

青
木
一
晃（
同
27
期
）

▽
会
計
長　

佐
藤
文
昭（
同
22
期
）

▽
監　

事　

鈴
木
豊
治（
同
16
期
）

　
　
　
　
　

中
村
圭
佐（
同
25
期
）

息のあった演奏を繰り広げる器楽部

校歌を歌う合唱部

華麗な演技を披露するチアリーディング部 総会でなくてはならない応援団

総会であいさつする島本会長

新
役
員
紹
介青木一晃幹事長

（湖陵27期）
やさしい先輩、すば
らしい同期、かわい
い後輩、そして母校
のため感謝とお礼を
込めて小間使いに徹
します。

白崎義章副会長
（湖陵28期）

島本会長の実現した
いことを補佐してい
きます。

佐藤文昭会計長
（湖陵22期）

中村圭佐会計監査
（湖陵25期）

同窓生のみなさんに
明朗にわかるような
監査をします。

鈴木豊治会計監査
（湖陵16期）

川向貴子副会長
（湖陵29期）

同窓会にもっと女性
が参加してほしいで
すね。

高橋徹次副会長
（湖陵32期）

一生懸命にがんばり
ます。

濱屋宏隆副会長
（湖陵39期）

ＯＢをはじめ同窓生
のみなさん、よろし
くお願いします。

昨
年
８
月
の
同
窓
会
総
会

で
役
員
に
選
出
さ
れ
た
方
々

で
す
。
新
役
員
の
み
な
さ
ん

に
は
、
ひ
と
こ
と
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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釧
路
教
職
員
湖
陵
会（
奥
田
泰
朗
会
長
・
湖
陵

25
期
）は
昨
年
11
月
15
日
、
釧
路
市
内
の
ア
ク
ア
・

ベ
ー
ル
で
創
設
60
周
年
記
念
式
典
と
記
念
講
演
、

祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
会
は
、
釧
路
湖
陵
高
等
学
校
出
身
者
で
釧
路

管
内
の
小
中
学
校
、
高
等
学
校
の
教
職
員
や
教
育

委
員
会
に
勤
務
し
、
教
育
に
携
わ
る
人
々
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
奥
田
会
長
の
式
辞
、
20
～
23
代
の

会
長
へ
感
謝
状
贈
呈
、
来
賓
祝
辞
と
続
き
、
記
念

摩
周
湖
陵
同
窓
会（
岩

崎
寛
会
長
、
会
員
42
人
）

の
総
会
が
昨
年
11
月
７

日
に
、
弟
子
屈
町
内
の
そ

ば
処
出
雲
で
開
か
れ
ま

し
た
。
同
会
は
、弟
子
屈
、

標
茶
町
在
住
の
旧
制
釧

路
中
学
校
、
釧
路
湖
陵
高

校
の
卒
業
生
で
組
織
さ

れ
、
こ
の
日
は
13
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

校
歌
斉
唱
の
あ
と
、
岩

崎
会
長（
釧
中
28
期
）
は

「
年
齢
の
差
を
越
え
て
思

い
出
を
語
り
合
い
、
交
流

を
深
め
ま
し
ょ
う
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
懇
親

会
で
は
岩
崎
会
長
が
戦

時
中
、
援
農
や
労
働
奉
仕

な
ど
で
明
け
暮
れ
た
学

生
時
代
を
語
り
、
ま
た
、

卒
業
時
の
ア
ル
バ
ム
を

持
参
し
た
同
窓
生
も
い

て
、
参
加
し
た
同
窓
生
は

思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。

星　

匠（
湖
陵
30
期
）

講
演
と
し
て
、
釧
路
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
林

義
則
氏（
湖
陵
25
期
）が『
釧
路
市
教
育
の
目
指
す

も
の
』と
題
し
て
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

釧
路
市
出
身
の
林
氏
は
、
鳥
取
小
、
鳥
取
中
、

湖
陵
高
、
そ
し
て
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
卒
業

し
、
昭
和
53
年
釧
路
市
役
所
に
入
所
、
平
成
12
年

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
、
同
21
年
学
校
教
育

部
長
、
同
25
年
教
育
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

林
氏
は
、
平
成
26
年
度
、
教
育
と
福
祉
の
連
携

に
よ
る
不
登
校
等
、
教
育
課
題
を
抱
え
る
家
庭
に

対
す
る
総
合
的
な
支
援
施
策
―
す
べ
て
の
子
ど
も

に
当
た
り
前
の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
―
と

切
り
出
し
、
４
年
間
の
年
次
計
画
を
、
適
応
指
導

教
室
を
中
心
に
官
と
民
で
立
ち
上
げ
、「
事
業
の

目
的
」「
発
達
段
階
に
お
け
る
支
援
の
現
状
」「
支

援
体
制
と
課
題
」「
教
育
と
福
祉
の
連
携
」を
説
明

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
市
教
委
が
目
指
す
最
終
的
な
構
想
」

「
釧
路
市
の
教
育
を
巡
る
最
近
の
話
題
」と
し
て
、

○
新
図
書
館
の
移
転
改
善
―
新
し
い
図
書
館
の
構

想
○
学
校
耐
震
化
と
大
規
模
改
造
事
業
○
世
界
自

然
遺
産
へ
向
け
た
活
動（
マ
リ
モ
を
中
心
に
）○

ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
―
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

最
期
に『
練
習
ハ
不
可
能
ヲ
可
能
ニ
ス
』と
い

う
慶
應
義
塾
大
学
学
長
・
小
泉
信
三
氏
の
言
葉
や

『
学
力
と
は
、
学
ぶ
力
、
学
ぼ
う
と
す
る
力
、
そ
し

て
、
学
ん
で
得
た
力
で
あ
る
』と
締
め
く
く
り
終

了
し
ま
し
た
。�

川
端　

紀
一（
湖
陵
11
期
）

教
職
員
湖
陵
会
た
よ
り

摩
周
湖
陵
同
窓
会

記念講演する林教育長

弟子屈町で開かれた摩周湖陵会

創
設
60
周
年
記
念
　
林
教
育
長
が
講
演

戦
時
中
の
思
い
出
も
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い
た
だ
き
、
そ
の
兄
弟
愛
に
触
れ
合
っ

た
こ
と
も
思
い
出
の
一
つ
と
な
り
ま
し

た
。湖

陵
高
校
の
大
先
輩
、
奥
田
達
也
さ

ん
を
含
め
４
人
と
２
０
０
４
年
の
３
月
、

流
氷
残
る
知
床
ウ
ト
ロ
温
泉
旅
行
に
増

子
さ
ん
を
お
誘
い
し
た
と
こ
ろ
、
車
中

や
旅
先
で
熱
心
に
風
景
を
デ
ッ
サ
ン
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
夏
に
知
床
が
世

界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
二

度
目
の
個
展
を
佐
々
木
画
廊
で
開
催
し

た
年
に
ち
ょ
う
ど
登
録
さ
れ
、
花
開
い

た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て

は
そ
の
知
床
旅
行
が
忘
れ
難
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
11
月
20
日
は
湖
陵
高

校
同
窓
会
会
報
く
ま
ざ
さ
編
集
会
議
の

当
日
で
し
た
。
ご
逝
去
の
悲
報
を
お
知

ら
せ
し
７
名
の
編
集
委
員
と
共
に
黙
祷

を
捧
げ
、陰
膳
を
供
え
献
杯
し
ま
し
た
。

数
々
の
思
い
出
と
共
に
楽
し
い
ひ
と

時
を
重
ね
て
も
ら
い
な
が
ら
、
あ
な
た

は
突
然
に
私
よ
り
先
に
遠
い
所
に
逝
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
の
悲
報
に

接
し
、
周
り
の
仲
間
は
途
方
に
く
れ
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
そ
の
謙
虚
で
思
い
や
り
の

あ
る
生
き
方
は
、
周
り
の
人
々
に
快
い

感
動
を
い
つ
ま
で
も
残
す
事
で
し
ょ
う
。

結
び
と
し
て
、
ご
遺
族
さ
ま
に
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
あ
な
た
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
さ
よ
う
な

ら
。合
唱
。 

田
巻
恒
利（
湖
陵
18
期
）

佐藤、川端（前列左から）、澁谷、須貝、田巻、西村、星（後
列左から）

釧
路
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く
ま
ざ
さ
編
集
委
員
会

同
窓
会
会
長　
島
本
幸
一
（
湖
陵
19
期
）

同
窓
会
会
計
長　
佐
藤
文
昭
（
湖
陵
22
期
）

編
集
委
員
長　
星　
　

匠
（
湖
陵
30
期
）

編
集
委
員
　
川
端
紀
一
（
湖
陵
11
期
）

編
集
委
員　
増
子
正
樹
（
湖
陵
20
期
）

編
集
委
員　
澁
谷
倫
之
（
湖
陵
26
期
）

編
集
委
員　
西
村
貞
広
（
湖
陵
30
期
）

編
集
委
員　
須
貝
喜
治
（
湖
陵
49
期
）

編
集
事
務
局
長　
田
巻
恒
利
（
湖
陵
18
期
）

増
子
正
樹
編
集
委
員（
湖
陵
20
期
）の

御
霊
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

増
子
さ
ん
、
あ
な
た
は
人
一
倍
絵
を

愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
仲
間
を
愛

し
、
酒
を
愛
し
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、

老
舗
カ
ク
マ
ス
増
子
豆
腐
店
の
三
代
目

と
し
て
立
派
に
お
仕
事
さ
れ
家
族
を
こ

よ
な
く
愛
さ
れ
た
方
で
す
。

何
回
か
入
院
先
へ
お
見
舞
い
に
行
き

ま
し
た
ら
、
お
元
気
そ
う
に
笑
顔
で
語

ら
れ
、
自
分
が
入
院
し

た
こ
と
で
、
家
族
の
負

担（
商
売
の
）が
増
え
る

だ
ろ
う
と
心
配
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

増
子
さ
ん
は
何
か
の

会
合
の
あ
と
、
よ
く
我

が
家
に
立
ち
寄
り
、
私

共
夫
婦
に
色
々
な
事
を

話
題
に
し
て
盃（
さ
か

ず
き
）を
重
ね
ま
し
た
。

釧
路
美
術
協
会
の
会
長

と
し
て
３
年
後
に
迫
っ

た
釧
美
展
の
１
０
０
回

展
を
い
か
に
成
し
遂
げ

る
か
、
釧
路
市
民
北
海

盆
踊
り
の
行
灯
制
作
、

ま
た
平
成
14
年
以
来
、

湖
陵
高
校
同
窓
会
会
報

く
ま
ざ
さ
の
編
集
委
員

と
し
て
会
報
の
挿
絵
や

原
稿
は
何
が
い
い
か
、
日
本
銀
行
釧
路

支
店
の
旧
店
舗
活
用
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
な
ど
、
家
族
の
よ
う
に
話
し
合
い

ま
し
た
。

武
蔵
野
美
術
大
学
で
学
ば
れ
た
、
あ

な
た
の
描
い
た
絵
の
大
作
は
、
釧
路
市

立
病
院
、
釧
路
市
交
流
プ
ラ
ザ
さ
い
わ

い
、
武
佐
の
銭
湯「
春
の
湯
」、
入
舟
町

の
炉
ば
た
浜
番
屋
は
じ
め
、
釧
路
市
内

各
地
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
増
子
さ
ん

の
作
品
を
ご
覧
に
な
っ
た
市
民
や
旅
行

客
を
、
北
国
北
海
道
の
別
世
界
に
誘
っ

て
く
れ
ま
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
、
南
大
通
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
の
具
象
画
３
人
展
が
最
後
の
展

示
会
と
な
り
ま
し
が
、
夫
婦
で
鑑
賞
す

る
た
め
に
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
あ
な
た
は

会
場
で
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

増
子
さ
ん
の
高
校
時
代
の
友
人
、
髙

橋
義
雄
さ
ん（
湖
陵
20
期
）が
、
昨
年
秋

に
能
楽
で
北
海
道
文
化
奨
励
賞
を
受
賞

さ
れ
た
こ
と
を
増
子
さ
ん
は
大
い
に
喜

び
、
そ
の
祝
賀
会
に
入
院
の
た
め
出
席

で
き
な
く
て
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。

弟
の
明
宏
さ
ん
の
車
で
厚
岸
屯
田
塾

の
毎
月
の
例
会
に
度
々
連
れ
て
行
っ
て

追
悼
増
子
編
集
委
員
を
偲
ぶ

増子正樹作

増
子
正
樹
編
集
委
員
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